
ベル グ ソ ン 試論」  

7年に刊行された「創造的進化」  

が敦藩て躯るの堰巷腐の問題なのであるが喝Å間も生物である以上魯これ恕  

と、更には人間の営みとしての哲学を問うことであった。ここでは  問うことI  

されている。この立場はそ  中に戻され丘こからの発現と  人間は自  

も受け継がれていて．ベルグ  の後Å閣固有の問題な問う宅書か艶た「道徳と宗教の二審象」  

：ゝ一二さモ㌔モー一筆＝・ご三こ．二：＿ごニーニご＿三∵二≡三．ミニー 

的進化」隠或る意味で哲学の発生の試みなので奉る◎ところで持 

発生鰍こ」見たらどうも、うことになるであろうか。以下我々は彼の  

払た鞄払の下盈こながめもそこ毒こ生ずる幾つかの問題を取りあげて批判を 

え頓それに似たことは既にベルグソy自身の手によりなされているの 

J（4らために書かれた二部の舶がこれである。それで我々の考察もとりあえずを  

J 叔ダブy撼自分の思索な決定的な方向轟こ導む、たのは「時間の観念．比タi温◎¢  

ったと述べている。それにふれ同書には次の言葉が見当る。  

てむ、た¢ある日私ほ時間がそこでは何の役宅こも立って  

ところで何もしないものは何物でもない。しか  いうことに気付いた。   

はつぷや転、た鶴時間は何物かである¢それ故時間は作用するのだ。一体時間は何  

純な慮畿をま答えた勘時間とは一切ポー学長こ与えられることを妨げるあめであ  

る旬と覧、うよりむしる時間とは遅延アe七ar舶皿¢汲もである。従って時間  

でな喜サればならなむ、◎とすれば時間とは創造と選択の乗物ではなかるうか○時間  

′ 物のうもに非決定後1タin温⑳もermim亀も主On盛；存することを証bで診飢、なむ、だろ  の実在は  

ぅか◎時姦とはこの非決定像をのものではなかろうか¢」（2転決定後埠換言すれば予測不可能睦  

の本質は過ぎ去ること中絶対に後戻りしなむ、こと頓つ怠り不可逆鮭  

iも毎である。と同時に不可逆性ほ刻々新しいものの不断の湧出鶴創造を意味  1，irrevorsibil  

する。これらが畳む、に食み食む、，閑適し合って頓そこに時間という絶対の作用が存する○それは  

もはや単なる幻影で絃ない。「時間は直接に与えられている。」（軋ルグリンの発見は余りに我  
々に遮む、ところにあった。誰もが蒸している単純な虔表賊；認める「方Åの時間」（5ちぁる。と  
すれは．ここにはよほど逆説めいたものがあるわけで、それは各人に直接与えられていながら．  
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捕え損うという  

ルグソンは時間を絶えず運動と結びつけて説明する。時計によって測ら  意識によっ  

表象される時間は．丁度軌跡として空間に表象された運  同じく、「動   

，血mot）ileである。これに対し動くこと  が連動の遠雷である¢時  

州  謁も亦過ぎ去ることが本  

なければならな♭、。  でしかない。真の時間i  

れは我々が生きることに全面的に身をまかせ  接的な意識が休験している健  

め噂適晦ある¢ところがこの時問ほ一旦捉えようと  の目差を投げかけるや、停止して  

′ 魁まも、喝我々の手をすり抜ける。なぜなら直接的意識COnSC土ence土mⅡ1eeはa℃eが流れる時  

間と方向を同じくずるのに対し演者痛意識COnSCience r董ぎ1昌cb主eは逆方向つまり後向  

きだからであ  ベルグソンの．人間の生及び知的能力に関する  

口にいえば披は人間を何より生物学的  

地より考え旬その壁を直接的（行動）と反省的（認識  ようとする。  ニこ   

革ず太閤は「思索ずる前を芸生活bなければならなb  Van七 度e spec㍑‡er，ユ  

宣Ⅴ鴫（4転質健利層鶴も社会生活を営む生で  劇義的に入間は道具をもっで物質を利用  

するため知性主nもe‡‡igeneeを働かせる生物も製作人出omoぎa℃erである。その限りで知  

は人間に自然な傾向である。それは生に役立てることをめざし、一切を人間の側に曲げ．人間  

折作用r  ある。その際手本は無機的固体としての物質  

別され並置される通常の物質の観念に従って、知性i・ま停止さ  ことられる。空R  

ソyは「空間化」郎）a七主al土sa′℃ionと呼ぷ。  

とって空間の絶対的実在性の問題は大して重要で  

ポリを質と考えて空間から区別する。要するに空  

身の精神の働き、知性及び概念が加わること  間とは物質により暗示さ  るが、むしろ   

′ 的境域㍑nm主査主elユhomogeneである。空間は知性の  され、明確化される  

きであって、「かかる空R  我々の可能的な行動の図式  

′ e sch白皿a de notre   

の生は専ら実利の方向を向  いう伽をはめられている。知性の屈折作用は他  

いるのは言語‡angageで  作用を具体的に司どって  

いて対象を処理   を不動化する○更に元来社会聾活の道  る。言語は記  

的な共通領域においてしか対象に係らない。ところで実をいえばかような知  たる性格  

により行動する時こそ我々は生きることに身をまかせているのであり．従って真の時間が直接  
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の利用に係り．物質の上に自己を全面的に外化させる。こうして自己を閑却した精  

一42－   



′の，椅神自身による自己認識を企てるのが純粋認識である。これは或る意味で人間の制約を超  

幡学ほ太閤の粂触超える努力でな軋ればならないだろう。」㈹ベルグソ  る試みである。   

を蔑行動と純粋認識と恕轟っばり区別bようとずる。哲学の混乱は大部分行動の領域カ；諾意の儀  

暮こ勝手な越藤行為を犯‰で♭、るところに起因転で滋り喝その橋慶しの張泰太を怠本来身軽で軽卒  

言語∈概念）怒ある。放っ攫努力は言語のグ深場ルを駄塩竃喝采夜と直接喜こ接触払馳「見られ  

卵吋卵鱒攣車緒卵類輿潮纏頑癖康雄駐独路紆顔中鱒麗離毎組  

二；・ミニー∴〇・∴了・∴～・・こ‥：こ∴て・∴二●‥∴し二1・J・、ごこ、；一∴・ニ㍉ミ。ぎ二：ニ」‡＿≡て．」．・：ニ宝＝こン、∴ミ、・－こユ．・‥・ニーヱ  
・「‥ニ・．・、∴こ ∴・、－・∴∴二▲・・‥十三甘ざ∴∴∴ご・ニ∴∴－し、「∴ててご∴J．・・－ニ・・∴‥   

∴：キ・・・・ンニ＼∴・・二∴、三∴・・二∴∴・‥・・・、・モ．・●こざ・・∴、、・こ＿こ．・一 十   

∴■．さ・●ニーニー、こ・．ニこ・‾こ ∴；ミ・一ニー・－‾∴・、こ・・：・・三三‾ニミ：・∴ニー‥・二、（－ニ∴了．一：∴二、÷＋ヒ  

、！・∴こ・、二、こ こミ・－‾－・、こ∴‥、′、∴二∴′・・・・こ・一・‥・二∴－・・∴・、・∴・・‥∴．．J．∴．・、′モ、・∴  

′．へ ・、－・二・■ － －・：ニ∴・∴∴・ニこ‾‾∴－∴二．∴－＿1－∴：．さつ．と：．－‾ ・－ ∴ご ‥  

∴こ「∵∴三∴ミ ー・・－ご∵ニ∴・∴：・■・・‥－・ご・ざ、∴∴＿ニ・・・－∴．、・・・∴ －、∴†  

∴′・－‥ェ∴：∴∵ノー∴∴∴・－≧∴、・－・、：さ、ミ・・：∵．－、一 ㌧．予 ・、＿   

∴‾、・、＼＿、‥ン ‾∴へ∵′・・J・－ご■‾こ＿－‥・ミ ●し・∴∴ － ′ ・● ■ミニ‥－、＝ご ＝‥∴  

・し ′・ご・ニこ＼‾・‾‾－∵・∴‾ ∴i－ニ土・、」二二・・‥－・・・、・ ÷・二・t・．＿て＿・  

∴ ニ・∴∴－、二 、‾－、こ‾リー∵÷∴‥二一・‾－・ ．・ぎこ∴∴∴二：．：－． ‥・‾、‡・－－   

一三 ●－‾－、‾－一二・テ・ミ・‥、∫－∴ －．－  ∴一二・；   ‾、－…．・、．∴ ご∴“‾ ・・．．．  

、－ ′∴・∴ニュー・∴、∴∴こ－こ・－∴●．・・∴∴、・L：こ：－・－、・・・・‾・－ ∴ニ ‥－・－． ・．＿；．チ：  

・、こ∵∴ご∴二∴・二・：＼こ－こ与し∴ミ・く・ま‥・、・1こモー‥・－－、ニ、－・∴・・，．∴二・－・こ・。、三－・、 ・宝さ、、  

ェ†一∴∴二さ一、二、∴－・ノゝ・ご、・亡二二・！∴ト∴∴・ン‥ニミご与・∴：∴∴∴＼ニい‥こ一∴・享′一・－・・・－空こ  
ここと一1‾′ミ‾・・・モこ；‾二∴㌧：ここご…うこi三∴も：ご、‾、圭 一・、・ナニ睾′こ二：：‾ニー・てノ・こ、二∴・．；一三・ir－．ミニ．こ＿ミ・  

●－・ミニ：一、二●、ご＿、・ゴ∴ごJ■ニ し‥：て呈！－こ二‾∴ゴ●さ：・二 ‖こ 二∴ノ．、′・・ト∴十ト∴．二・ざ∴＿＿．ミ．．ニ・∴  

‥‥つ∴∴∴・∴一三－．・÷－ゝニー・－∴－∴：∴二∴・∴∵・トミごご・ニ√＿・：・、：∴－∴・・∴ノこ一・＿∴．．、汁∴ミ  

・てラミニ∴一ニナヱし…く∴F・・：・ニニぃで ご・、、、‾■・－√．・∴∴1・し・、■・ミ∴J∴．．＿∴∴・ノニ症と こ【デ・ミぐ；…ミ  

．三∴モニこ一三r工こ・・‥毒さ・－≡こ丁・ニニニ．ニニ躁・Jirい．てて・≡三三．ミ・ニノ‡二、。。言ここご・棄こノ。∴・・：ブ・ニLシニ・・a：．  

∵‥∴、∴こlこ∴．．－・∴、・こ∴∴、・｛′二て－；－こ；！∴；∴、ごこ、・・・・、ナさ′r、ご・．●て、∴‾－・二ニテ：：  

‾．一－∴・一ミ∴ キ′ご、∵∫こ・∴－∴∴‾ ∴J・・二＿こごし こ．‾∴i一∴－■∴：・．－‾・‥∴一二三：・、∵∴ができこ∴ こ－．・・  

：－∴i∴・十′、てニュニず‥∴∴∴∴こ・∴∴・サーニミ∵十一－ご主・こ二幸一一・ヱ∴ミじエ彗モ・・・ミーこ∴＿・て‥－  
こモー・ノ‥二⊥∴ ∴、√∴・・；∴てしし。二らこエゴ．、二∵．ご三三・こ∴・ミミく・ニ妄こ－ニ‥‥S“三J－・●∴二・デーニニ、．こ‡工・  
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党ず時間的な在り方轟£おむ～て見出すことになる。ベルグソンが最初塁こ到達したのは転、わば意識  

時間とも称す駕きものである。ところカミそれは遂には生命一時間にまで巌源を遡る。我々捻こ  

の道筋を大まかに辿りながら、そのうちでベルグソンの哲学に本質的な幾つかの問題が生じでく  

るのを見るであろう。  
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らかになるであろう。   



第一の主著から「物質と記憶」を経て「創造的進化」へ、最後に「道徳と宗教の二源泉」に到るベ  

ルグソンの哲学の進展は極く大まかに、1．直観の深化、徹底化と、2．それに伴う持続概念の拡大  

l （内的自我の持続→物質的宇宙の持続→1′昌1an vi七al→1タelan且象皿01ユりゃ及び5．意  

識概念の拡大（人間的意識→物質的意識→生命的意識）と要約することができる。精神が直観に  

より自我の奥を掘り進むにつれて、単に人間的なる境域を超え出、非人間的な根底に達する。そ  
′  

の究極カ；1′elan vま℃alである。ここにおいて時間ほ生命の歩みと一致しb意識は生命と外  

延を等しくする。直観によって捉え、我々自身の内から共感する実在は第一に我々の自我、「時  

間を通じて流れている姿における我々自身の人格nOtre PrOPre PerSOnned＿anS SOn  

表co㍑ユemen七a七rav紺Sle七emps」である。不可分なものとレで流れる実在的時間  

たる、真の持続である。しかし直掛ま内的自我の把握のみに限られているわけではない。自己に  

還り．自己を把握し、自己を掘り下げ、こうして自己の深みを探ることによって意識は物質、生  

鉄 案凝血般の内部に深く透入♭てゆくのである。直観はこの意味で「一切の事物を持続の相の  

下垂こ見ることⅤOir七○㍑七escbosessuわspec土e且ほra七土On土s」（2）である。「と  

ころがもし直観の努力によって持続の具体的な流甘いノ1）中に一気に入り込むなら、事態は全く違っ  

′ てくる。…（略）…我々の持続¢）直観も…様々な持続∴、、連続・全庄tOulteune COI－1tinuite  

温e且ほご昌esと接触させてくれるのであり職我々としてはそれをF・方へか喝上方へか辿ろうと  

一誌みなければならないので奉る。どちらの場合でも我々は増々激しい努力によって自己を無際限  

に拡張することができるし、いずれの場合にも我々は自分巨身を超越する nOtlS n01ユざ  

もぞanSCen且OnS 箪0㍑SべnemeSo第一の場合我々は増々散乱した持続に向って進む盛；…そ  

／ の究極笹は物質性ma七島rial土℃eを定義するために我々が翻、るつもりの純粋等質ユepほre  

l＿′′ homogene匂純粋反復1e pu．re repe℃土七ionカ；現れるだろう¢もう一つの方向に進んで  

行けば増々緊張し、収縮し、強度を増す持続に至る。その究毎には永遠が現れるだろう。…これ  

′′ は生きて』、る永遠e七ern土七e▽土Vanteも従って未だ動いている永遠であ魯j旬藻動が光の中に  

も見い出されるように。我々自身の持続がこのもののうちに再び還るであろう。物質睦があらゆる  

持続の散乱であるように囁 この永遠はあらゆる持続の凝結であろう。この両極限の問を直観は動  

きもそしてこの道動がまさに形而上学である。」f5J   

最初の一歩は「物質と記憶」である。「意識に与えられて』、るものに就いての試論」では純粋  

持続ほまだ人間の意識の外には認められておらずⅦ（4）意識も人間意識を意味していた。ところが  
「物質と記憶」においては全体としての物質も持続すると述べられ「中和化された意識une  

′ consc土ence ne㍑七raliseo」（5）として意識がそれに認められる。尤も前著に暗示がな  
′ かったわけでもない。例えば．1．物質は延長l’etend＿uとして空間のこちら．時間の伽でとら  

えうる可能性があるということよる）2馬閥と運動とが並べられて考えられ、「絶えず形成？途如  
ぁるということが意識にあらわれるが健の持続と運動の本質に属」（7）し、「運動は1点から他の  

l  

点への通過たる限りにおいて、一つの精神的総合uneSynthese mentale、心的の従って  

拡りのない一過程である」，（引とされていることなどである。しかし意識はあくまで人間意識で  
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る点で区別されるのである。囲精神の本質ほ「記憶力m昌moire一郎ち未来をめざしての過  
そっくりそのまま保存する自動的独立的記憶としての純粋記憶1esoほVen土rp叫組ご  

′ も持続し、物質も持続する。両者は持続の、緊張tenS土Onと弛緩aeten七eという程度の  

リズムの差に他ならない。¢頚身体をもつ精神としての人間存在は一つの総合であって、それ  
′ 質と椅神と？総合，imageとmemOireとの総合、純粋現在と純粋過去との総合、純粋知  

と純粋記憶との総合である。これが人間の具体的持続である。以上の思考において意識と持続  

くの内容と化しており、「物質と記憶」は持続としての時間を単なる動きや変化と同一視し  

いる。  

「創造的進化」においては持続は生命に及び．時間は生命と結んで、ここに「生命の根源的躍  

㍑n昌1anor癖nel且組¢Ⅴ蟻ユ′基1anvi℃al」銅という中心概念が生れる¢この  

生錮また意識一般とされⅦ鯛と意識ほ外延を等しくすると述べられる。臣頸「ぉよそ何ものか  
が生きているところには時間の記入される帳簿カミどこかに開かれている。」臣痴「物質と記憶」で  
ほ記憶は人間にのみ認められていたが。今や生物にも認められて「有機的記憶m姦mo土re  

Oでganiq．㍑愈」と呼ばれる。「生物の発達も胚の発達も持続が絶えず登録されることでありも過  

去が現在のなかに存続することである。従ってそこには少なくとも有磯的記憶というようなものが  

含まれている。」担勇我々の憲治存在は記憶力の働きによって逆行が不可能になり犠絶えず変化し  
増大♭続ける持続である。とすれば生物もやはもj持続することは明らかである。「宇宙食体と同  

じよう塁こ旬また個別的に取りあげられた各々の意識的存在と同じように遁きている有擁捧は持続  

するものである。」瞬これら個々の生物の持続の基には顎それらを産み出したやより緻源的な  
持続があるのであっても それは生命自体である。生命はすぺての生物に共通しておりもその起療  

以来同じ唯一の躍動の連続である。即ち生命の根源的薩勤である。その起源にあるのは意識もし  

くは超意識であり．それは物質の下降運動に逆らわれながら高まってゆく上げ潮のようなもので  

ある。「生命の根源にあるのは意識あるいほむしろ超意識1a consc土ence oほmieほⅩ1a  
′  

S－ユpraCOnSCiemceである○意識もしくは超意掛ま、火箭1aぎuseeであり、その燃えつ  

きた殻は再び物質となって落下する。更に意識はt火箭そのものの残存であり、燃え殻を貫き、  

それを照らして有線体たらしめる。」鋼一方に精神という緊張の鼠他方に物質という弛緩の  
瞳があっても その間に緊張度を異にする様々な持続が存する、と説明された「物質と精神」の宇  

宙像は、「創造的進化」においてほ、一方に物質という「こわれてゆく」下降の不可分の流れも  

他方に生命という「できてゆく」上昇の不可分の流れ、の、方向を異にする二つの流れが織りな  

す運動の世界として措かれる0β鵡これら二つの流れ閥交”合って、そこに妥協が成立し喝一つ  
の共存形態が生ずる。それが他ならぬ有級的組織であり、その最も複雑高度のものは人間である¢  

「人間において、唯人間におも、てのみ意識は自己を自由ならしめるQ」（51）「この全く琴線な意  
味において人間は進化の《末端1e七erme》であり＜く目的1e血t＞＞である。」 鋤   

こうして直観は人間意識の深みを探求することによって物質の内部、生命の内部へ透入してゆ  

く。一種の心理学的蓼透現象enaOSmOSepSyCb010g土胆e（弱がそこにあり、我々？持  
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徳隠様々の持続の連続全体と接触させてくれる○  

ま  り登実在ほ不可分な連続体をなしでいるのである。この時その実在は持続一般であり、持続の  つ  

本質ほ流れること、変化すること、動くこと、である○変化と運動はその下に変化する物や運動  

けで十分自足し、決して分割されず・変化する「物」には  

着しない純粋な変化 粋な運動である0「…内に関しても外に関してもⅦまた  

′／ 我々に閉じても事物に関しても喝実在は動きそのものである¢1aroal主七e es七1a  

m。翫¢ま℃表皿昌me。」糾それほできあが。たものユe℃○㍑七飴況ゃはなくもできつつあ  
るもの1eseぎaまSan七縛である。即ち生成1e且ev¢nirで削囁創造1acr昌a七io  
でぁる¢絶対的な新しきの不断の湧出もその自らなる現出である0「自ら然らしめる喝自発的で  

自在な流れ」とでも称すべきであってもベルグリソほ「道徳と宗教のこ源泉」の車でこれを「髄  

ran七e」軸と呼んでいる0それは次のように言われる時の勒  

「時間ほ動きである¢…暗闇は自らをつくるものであるのみな  

じめるものでさえある1eも日払pS eS七Ce見じまSe飴i  

ほetO㍑℃seぎ扇も㌶卵ベルグヅyが純粋認識の試みにお  

も、て把捉した純粋時間ほまず人間意識を解明し馳遂に始藤の生命の根底に至らせた¢姶藤に復帰  

するや瞥そこに露呈される岩掛ま旬超越的非人間的基盤である¢生命はありのままの匂無垢の姿  

をとりもどす。純粋時間はかかる意味での自然時間であるo  

にしてもそれは単なる動きであり馳流れである¢「現実的なものとは…流れ1e  

ぎ‡uxである。それは連続的推移1acon℃土nu⊥i七岩魚e七rans土七ionである。変化その  

ものである。この変化ほ不可分in離Visi℃ヱeであるのみならず∴実体的なもの  

えある。」州確かに時間は流れるもがもその流れる時間は他方卜切を  
を一挙に与えることを妨むもの」である0一切とはすぺ  

a主reとはその都度の実現r占al主S紺を、つまり形成でOrmer  

は全き発現と開花でもなくてはならないだろう0こう考  

のうちに契機もアクセントも欠き一換言すれば分節も構造も明らかでないも単  

ベルグソy的時間ほよくこれらの遵鍾を満足させうるであろうか¢彼  

ほ言葉∴↑∴絶対的なもの1′ÅもSOユu℃ほ我々のずぐ裏道に喝成る程産まで我々の内に明ら  

がにされる。絶対的なものは我々と同じように、gナれど或る側面からすれば匂我々以上に無限に  

昏己のうえに集中し、自己のうえに凝縮しながらアar cer℃a土ns ca七占sinぎin土men七  
pl㍑SCOnCentr昌e℃plusra脱SS占surlほエー皿昌me持続する0」（2）これが明  

らかにしているのは絶対的なものの持続つまり持続一般は自己に充足して内実化し、発現の輝き  

の代りに潜勢の暗闇をおのれに保存しようとしているということである。結局ベルグソンは時間  

′ と連動からその本質である「動きmqb土1土te」を保存するところから出発した○停止点をいく  

ら集めてみても運動にはならず∴瞬間をどれほど重ねてみても時間にはならない、運動は運動体  
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に少しも付着しない動きそのもの、純粋運動である。それはしかし、やはり一つの抽出、抽象に  

′ 終ってしまったのではないか。1e temps q扇s’もcouleのS，もcouユeがeCOulemen七  

になってしまい、1etempsニ占cotユ1ementの方向へ進んでしまったのではないだろうか。  

′ っまり陰をもたないS，らcou．1eの輝きの背後に、何かしら実体的な、eCOu．1e皿en七の塞きを  

認めることになってしまったのではないかということである。時間はそのため余りにも自己に充  

足することになってしまい、一向働きの様態が明らかになってこない。のみならず曹 持続は人間 

意識をも離れて喝 あたかも独立的な物自体にさえなりかねない。なるほど絶対的なものほ人間を  

超える、というのは正しい。それにしてもその超えるものが人間を通過し、それが通過するのを  

昆まもることによってしか人間は自己を超えるものを触知できない。さればこそベルグソンも内  

的自我の深奥を探るわけである¢直観とは元来この意味で一つのperSpeC七土veであろう⑳  

しかるに深奥は文字通り深奥になってしまい、外との接触を欠いた内的自我の暗闇の中で、融合  

と一致の道筋をたどって持続はどんどん延びてゆく。何か思惟自体の奇妙な絶対運動がそこには  

あるかのようである。有限なものの中に永遠なものが開示されるという馳 そのClair e戊  

01〕SCu＿rな墳は少しも問題になっていない。砂糖が溶けるのを見まもり、待っている我々。砂  

糖と我々の対応には喝 ベルグソyの推察するような電流れと流れとの対応以上に匂 よぼど微妙で  

緊張したものがあると考えられる。彼の哲学にほその意味で認識主観たる自我意識に対する洞察  

が不徹底であるように思われる。主観一客観を超えたところにⅦ 直接与件を求め喝 真の経験から  

坦発するといってもも経験が示されるのは誰でもない匂やは毒jこの「私」の内である。裏の時間  
●■● ■●●■  

たる持続が動き喝 変化も 創造だからといって喝 宇苗の持続と直ちに融合し、一直線に拡大されう  

るものだろうか。それらはあくまで我々の意識と結びついている限りで持続の様相を示すのであ  

って喝 その意識さえ全くの内容と化して、物質や生命にまで拡大されるのは果して正当なことで  

あろうか。   

不都合さは恐らく彼の認識の理論に由来していると考えられる。行動と観察の二重の立場に立  

たねばならないとしつつも、実生活と純粋認識をあまりにも敏然と区別しすぎ、そのことによっ  

てかえって直観の努力を抑揚のない一面的なものにしてしまったのである。その一面性のより深  

い原因は、彼の生物学的関心の制約であろう。人間の生を「行動」や「実利的生」やの、単に一  

般的な規定で捉えてみても、明らかにされるのは唯不定形の生のみであって喝 具体的な人間の生  

ではない。それは人間の内部にまで立入っておらず匂 外的な規定に留まっている。要するにベル  

グソyにはCuユセure，COn且ition hu皿aine，na・七ure hu皿a土neに対する同情か  

稀薄であり匂 あまりに性急にそれを排除しようとする。このことは言語を社会生活を営む上の道  

具であるとする旬 彼の言語観に端的に示されている。勿論彼の意図は人間の生の反省をめざし喝  

それ自身はもはや人間的ではないが、それによって始めて人間が成り立つところの、根琴の基底  

に達することであった。しかしながら人間とは必ずしもベルグソンの考えるように喝 単なる生物  

でもなければ．実体的意識でもない。むしろ人間においてすべてが関係し、問題となっているも  

その意味で人間は一つの「係わりの場」の如きものと考えられる。そうであれば意識ほ内容とし  
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enc◎よりは職級えぎる関心の在り様あ転宅のCOnSぬem七0の側面冶箋も撃と  

である。ベルグソンはその内部の現場に入り込む必要があったのではなかろうか0  

一つの構造を更に丁寧に考察する余地があったのではなかろうか。ベルグソンの 

説く純粋時間、自然の時間、つまり自然の人間はどのように人間の時間即ち人間の自然を明らか  

にするのか、この課題に答えようとしたのが「創造的進化」の後．実に二十五年を経て刊行され  
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